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ア

フ

マ

ド
有

賀
文
八

郎
（

阿
馬
土
）

日

本
に

お

け

る

イ
ス

ラ

ー

ム

法
学
の

先
駆
者
と

し

て

の

位
置
づ

け

四

　
戸

　
潤

　
弥
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〈

論
文
要
旨
〉

　
有
賀
文
八

郎
は

明
治
維
新
の

数
ヶ

月
前
に

生
ま

れ

た
。

彼
は

幕
藩
体
制
崩
壊
後
の

明
治
に

生
き

る

人

間
と

し

て、

新
し

い

日
本
人
の

教

　
育
の

基
礎
を

某
督
教
と

確
信
し

て

基

督
信

者
と

な

っ

た。

そ
の

後、

イ

ン

ド

の

ボ

ン

ベ

イ
で

イ
ス

ラ

ー
ム

の

実
際
を

目
撃
し
、

後
に

イ

ス

ラ

ー

ム

に

改

　
宗
す

る
。

イ
ス

ラ

ー

ム

と

の

出
会
い

か

ら
四

十
年

間、

一

神
教
の

比
較
研
究
を

行
い
、

三

位
］

体
説
に

疑
義
を
抱
き、

イ

ス

ラ

ー

ム

が

口

本
に

最
も

適

　
当
な

宗
教
で

あ
る

と

確
信
し、

六
十

歳
を

機
に

実

業
界
を
引
退
し
、

イ
ス

ラ

ー

ム

伝
道
に

余
生
を
捧
げ
た

。

彼
は
短

期
間
に

信
者
を

獲
得
し

た

が
、

同

　
時
に

彼
の

イ
ス

ラ

ー

ム

解
説
書
は

日

本
の

他
の

オ

リ
エ

ン

タ

リ

ス

ト

の

そ
れ
と

比

較
し

て

異
彩
を
放
っ

て

い

る
。

そ

れ

は

結

果
的
に

イ
ス

ラ

ー

ム

法
学

　
の

法
判
断
（
フ

ト

ワ
）

に

よ
っ

て

目

本
の

実
情
に

合
う

イ

ス

ラ

ー
ム

を

人
々

に

伝
え

た

か

ら

だ
。

彼
は

目
本
の

イ

ス

ラ

ー

ム

法
学
の

先
駆
と

し

て

位
置

　
づ

け

ら
れ

る
。

〈
キ
ー

ワ

ー

ド
∀

　
有

賀
文
八

郎、

イ

ス

ラ

ー
ム

法
学

、

一

神
教、

宗
教
に

強
制
な

し

問
題
の

所
在
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明
治

以
来、

日

本
に

お

け
る

イ
ス

ラ

ー
ム

受
容
の

主

流
は

良
き

隣
人

と

し

て
の

そ
れ

で

あ
っ

た
。

多
く

の

日

本
人

に

と
っ

て

イ
ス

ラ

ー

ム

は

外
在
の

宗
教
で

あ
っ

た

し
、

　

　
　
　
　

　
（
1〕

の

受
容
で

あ
っ

た
。

現

在
も

そ

う

で

あ

る
。

実
際
は

も

う
一

つ

の

イ
ス

ラ

ー

ム

受

容
が

あ
っ

た
。

そ

れ
は

信
仰
と

し
て

　

恥

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　
僑

イ
ス

ラ

ー
ム

を

信
仰
と

し
て

受

容
し

、

明
治
に

入
信
し
た

日

本
人
の

ム

ス

リ
ム

（

イ
ス

ラ

ー
ム

教

徒
）

の

先

駆
と

さ

れ

る

有
賀
文
八
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郎
を

取
り

上

げ
、

彼
の

イ
ス

ラ

ー
ム

入

信
経
緯

、

イ
ス

ラ

ー
ム

に

お

け

る

幼
児
入

信
と

堅

信
問
題

、

日

本
人
ム

ス

リ
ム

に

お

け

る

親
子

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
”

問
の

異
な
る

宗
教
選
択
の

自
由
、

入

信
と

伝
道

、

イ
ス

ラ

ー

ム

理

解、

皇
室

崇
拝
な

ど

に

焦
点
を

当
て
、

彼
が

結
果
的

に
、

「

教
義
と

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
圃

イ
ス

ラ

ー
ム

諸
国
の

実
際
と

の

隔
離
を

調
和
的
に

理
解
」

し

た
こ

と

に

よ

り
、

日

本
に

お

け

る

イ
ス

ラ

ー

ム

法
学
の

先
駆
と

な
っ

た
こ

と

を

検
討
し
、

日

本
に

お

け
る

イ
ス

ラ

ー
ム

受

容
の

現

代
性
を

検
討
す
る

。

二

　
日
本
人
ム

ス

リ
ム

の

先
駆
　
有
賀
文
八

郎

N 工工
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1
　
生
い

立
ち

　
有
賀
文
八

郎
は

慶
応
四

年

二

八

六

八

年

二
二

月
五

口
、

越
後
高
田

藩
の

陣
屋
が

あ
っ

た

福
島
県
西
白
河

郡
東
村
字
釜

の

村

に

末
子

と

し

て

生
ま
れ

た
・

先
祖
の

天
に

諏
訪
神

社
の

宮

票
い

麗
・

村
を

支
配
し

て

い

た

の

は

石亠
壘一

芳
三

千
石

、

二

更
の

武
士

を

抱
え

る

吉
田

と
い

う
奉
行
だ
・

た
が

戊

驫
争
で

北
上
・

た

皇
・

打
ち

破
ら

れ．
旭

。

賊
軍
・

な
・

た

旧

董
、

子
弟
ら

・

は

官
界
の

出
世

の

道
は

閉
ざ
さ

れ
、

文
八

郎
も
こ

の

例
外
で

な

く
、

故
郷
の

那
須
連
峰
を

見
て

は

明
治

政
府
を

牛
耳
っ

て

い

る

薩

長

勢
力
に

対
し
て

憤

　
　

　
　
　

　
　
　

　
る　

慨
の

念
を

燃
や

し

て

い

た
。

　
2
　
教
育
の

基
礎
と

し

て

宗
教
と

、

キ
リ
ス

ト

教
へ

の

入

信

　

徳
川

幕
藩

体
制
は

崩
壊
し

、

そ

れ
に

伴
い

士

農
工

商
の

身
分
制
度
は

撤
廃
さ

れ
、

四

民
平
等
と

な
っ

た
。

特
に

賊
軍
と

な
っ

た

旧
支

配

層
に

と
っ

て

新
し

い

社
会
道
徳
規
範
を

ど

こ

に

求
め

る
か

は
、

官
界
の

出
世
の

道
が

閉
ざ
さ

れ

て
い

た

こ

と

も

あ
っ

て
、

困
難
で

あ

っ

た
。

そ

の

よ

う

な

時

代
の

空
気
の

中
、

明
治
一

八

年
、

十
八

歳
の

時
に

宇
都
宮
の

村
の

小

学
校
の

校
首
（

校
長）

と

な
っ

た

有
賀
文

八

郎
は

、

学
童、

父
兄
な
ど

村
民
の

風

紀
が

乱
れ
、

修
身
講
話
の

授
業
の

効
果
が

上

が

ら

な

か
っ

た

た

め
、

宗
教
を

研
究
し

て

村
民
訓
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化
を

行
う

手
段
を

思
い

つ

き
、

旧

来
の

儒
教、

神
道

、

仏

教
に

よ
っ

て

説
教
を
試
み

た
が

村
民
た

ち

は

馬

耳
東

風
で

聴
く

耳
を

も

た

な

か

っ

た
。

そ
こ

で

キ

リ
ス

ト

教
に

よ

る

説
教
を

試
み

た

と

こ

ろ

新
し

い

時
代
に

あ
っ

た
せ

い

か
、

村
民

は

興

味

を
示

し
教

育
の

成
果
が

あ
っ

た
。

こ

の

効
果
に

引
き

付
け

ら

れ
、

文
八

郎
は

「

研
究
者
」

か

ら

「

基

督
者
」

と

な
っ

た
。

入

信
後
も
さ

ら
な

る
キ

リ

ス

ト

教
研

　

　
　

　
で

こ

究
を

続
け

た
。

　

そ

れ

は

同
時
に

有
賀
文

八

郎
が

当
時
の

日
本
人
た

ち

と

は

ま
っ

た

く

違
っ

た

次
元
で

イ
ス

ラ

ー
ム

に

接
近
す

る
一

神
教
信
仰
の

始
ま

り

だ
っ

た
。

彼
は
、

信
者
で

あ
っ

て

も

信
仰
を

聖

職

者
に

任
せ

き

り
に

せ

ず
に

、

自
己
の

宗
教
研
究
は

必

要
で

あ
る

と

の

気
持
ち

か

ら

研

究
を

続
け

た
。

そ

の

結
果
と

し

て

後
に

コ

神
教
の

キ

リ
ス

ト

教
か

ら
一

神
教
へ

の

イ
ス

ラ

ー

ム
」

へ

入

信

す
る

こ

と

に

な

る
。

　

ま

た
こ

の

時
期、

彼
は

小

学
校
の

同
僚
の

女
教
員

の

仲
子
と

結
婚
し
て

い

る
。

文
八

郎
、

二

十
二

歳、

仲
子

、

十
八

歳
で

あ
っ

た
。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　
　　

共

に

基

督
者
と

な
っ

た
二

人

は

「

神
棚

、

仏
壇

の

な
い

家
庭
」

で

あ

る
一

神

教
の

家
庭
を
つ

く
っ

て

い

く
こ

と

に

な

る
。

こ

う
し

て

彼

は
一

神
教
を

生
涯
の

信
仰
と

し

て

い

っ

た
。

　

3
　
イ
ス

ラ

ー

ム

に

出
会
う
ま
で

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　
ア　

　

文
八

郎
は

教
職
を

辞
し

て

上

京
す

る
。

彼
は

上

京

の

理

由
を

基
督
教
伝
道
に

従
事
す

る

た

め
と

述
べ

て

い

る

が
、

旦ハ

体
的
に

ど

の

よ

う

な

伝
道
活
動
を

展

開
し

た

の

か

は

語
ら

れ
て

い

な
い

。

事
実
関
係
を

辿
れ

ば
、

彼
は

貿
易
会
社

社
員
と

な
っ

て

海
外
に

赴
任、

そ

の

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ハ
おね

後、

い

く
つ

か

の

職
を
経
て

実
業
家
と

し

て

成
功
し

て

い

っ

た
。

ま

た

北
一

輝
と

も

深
い

交
流
が

あ
り
、

彼
を

通
じ

て

孫
文
を

財
政
支

援
し

た
。

交
流
の

深
さ

は

北
が

イ

ス

ラ

ー
ム

と

キ

リ

ス

ト

教
の
一

神
教
概
念
を

文

八

郎
か

ら

得
た

と

推
測
で

き

る
ほ

ど

で

あ

る
。

し

か

し

文
八

郎
が

宗
教
伝
道
に

全
て

を

捧
げ
た

こ

と

が

は
っ

き

り
し

て

い

る

の

は

イ
ス

ラ

ー

ム

に

お
い

て

で

あ
る

が
、

そ

れ
は

実
業
界
を

引

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　〔
9）

退

し

た

六
十

歳
を

過

ぎ
て

か

ら

で

あ
っ

た
。

「

も
と

も

と

進
取

の

気
象
に

富
む

文
八

郎
は

い

つ

ま

で

も
こ

の

地

位
（
筆
者

註

校
首）

に

303 （519）
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（
10〕

甘
ん

ず
る

人
で

は

な

く、

青
雲
の

野
望
に

燃
え

、

雄
心

勃
々

と
し

て

文
明
開
化
の

最
先
端
地
横
浜
へ

進
出
す
る

決
心

を

し

た
」

と

小

村

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
綱

不
二

男
が

述
べ

る

上
京
理

由
の

方
に

よ

り

説
得
力
が

あ

る
。

4

海

外
貿
易

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

　

旧
幕

臣
で

明

治
政
府
の

外

相
と

な
っ

て

い

た

榎
本
武
揚
が

南

洋
貿

易
を
企
て
、

「

恒

信

株
式

会
社
」

を

設
立
し

、

第
一

次

貿
易

船

（

帆
船
懐
遠
丸
七

十
ニ

ト

ン
、

乗
組
員
十
四

名
内
船
員

九
名
）

を
パ

ラ

オ

群
島
に

派
遣
す

る

こ

と

に

な

り、

文
八

郎
は

現
地
の

副
支

店

長
の

資
格
で

乗
り
込
む

こ

と

に

な
っ

た
。

翌
年
四

月
に

日

本
に

向
け
て

出
発

、

榎
本
外
相
を

訪
ね

帰
国
報
告
を

し

た
が

、

二

度
と
パ

ラ

オ

に

戻
る
こ

と

な
く

、

職
を

離
れ

た
。

そ

の

理

由
は

同

郷
先

輩
で

支
配
人
と

し

て

参
加
し

て

い

た

青
柳
氏
が
、

小

船
の

突
風
に

よ
る

転

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　（
11）

覆
で

溺
死

、

同
乗
し
て

い

た

文

八

郎
は

九
死
に
一

生
を

得
た

こ

と

が

精
神
的
な

打
撃
と

な
っ

た

か

ら

だ
っ

た
。

　

5
　
イ
ス

ラ
ー

ム

と

の

出
会
い

　

有
賀
文
八

郎
の

イ
ス

ラ

ー
ム

と

の

最
初
の

出
会
い

は

書
物
を

通
じ
て

で
、

「

何
れ

も

イ

ス

ラ

ー
ム

教
を

軽
侮
し

非
難
せ

る

も

の

が

多

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
12）

く
、

随
っ

て

此
宗
教
は

野
蛮
人
の

信
ず
る

も
の

に

し
て

、

研
究
の

価
値
な

き

も
の
」

と

思
い

込

ん

で

い

た
。

実
際
の

イ
ス

ラ

ー
ム

と

の

出
会
い

は
、

二

十
五

歳
の

時
に

イ
ン

ド
の

ボ

ン

ベ

イ

滞
在
中
に

起
こ

っ

た
。

　

6
　
有
賀
文
八

郎
の

入

信
時

期
検
討
の

重
要
性

　

 
イ

ス

ラ

ー

ム

の

入

信
形
式
の

原
型

　
　
個
人
入

信

　

文

八

郎
の

イ
ス

ラ

ー
ム

信
仰
は

「

研
究
」

を
重

視
す

る

点
で

、

他
の

人

た

ち

の

入

信
と

異
な
っ

て

い

る
。

こ

れ

を

理

解
す

る

た

め

に
、

イ
ス

ラ

ー

ム

の

入

信
形
式
を
見
て

み

る
。

　

ア
ッ

ラ

ー

の

御
言
葉
が

預
言
者
ム

ハ

ン

マ

ド

を

通
じ

て

伝
え
ら

れ

た

六

＝

年、

メ

ッ

カ

に

お

い

て

伝
道
が

開
始
さ

れ
た

。

当
初
は

N 工工
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個
人
の

意
思

に

よ
る

入
信
で

あ
っ

た
。

し

か

し

身
内
か

ら
ム

ス

リ

ム

が

出
る

と
、

親
戚

同
士
ば
か

り
か
、

親

兄
弟
ま

で

社
会

的
立
場

上
、

敵
対
関
係
に

な

ら

ね

ば

な
ら

な
か

っ

た
。

事
情
は

も
っ

と

複
雑
で

、

血

縁
的
要
素
も

宗
教
選
択
に

入

り

込

ん
だ

。

入

信
理

由
に

血

縁
を
宗
教
に

優
先
す

る

場

合
も
あ
っ

た
。

預
言
者
ム

ハ

ン

マ

ド
の

叔
父
ハ

ム

ザ
は

ク

ラ

イ
シ

ュ

族
た
ち

が

甥
を

苛
め

る

の

に

我
慢
で

き

ず
入
信
し
た
と

記
録

さ

れ

て

い

る
。

新
し

い

宗
教
で

あ
る

イ
ス

ラ

ー
ム

は

「

宗
教
を
基
盤
と

し

た

社
会
秩
序
と

血
縁
の

調
和
的
関
係
」

に

混
乱
を
生
じ

さ

せ

た
。

そ

れ
に

配
慮
し

た

預
言
者
が

、

ム

ス

リ

ム

信

者
同

胞
の

関
係
よ

り

も
、

血
縁
関
係
の

方
が

強
い

と

の

言
葉
を

残
し
て

い

る
ほ

ど

ク

ラ

イ
シ

ュ

族
内

部
の

分

裂
は

深
刻
化
し

た
の

で

あ

る
。

迫
害
を
避
け
て

預
言

者
ム

ハ

ン

マ

ド
た

ち

は

メ

デ
ィ

ナ
へ

と

移
住
す
る

。

こ

の

移
住

は

「

神
の

道
（

サ

ビ

ー

リ
ッ

ラ

ー
）
」

と

し

て

高
く
評

価
さ

れ
て

い

る

が
、

同
じ

神
の

道

の

ジ
ハ

ー

ド

（

聖

戦
）

で

は

な

く
、

「

非
戦
」

の

手

段
と

し

て

の

「

移
住
」

が

選

択
さ

れ、

こ

れ
は

メ

ッ

カ

征

服
を

持
っ

て

放
棄
さ

れ

る
こ

と

に

な

る
。

ク

ラ

イ
シ
ュ

族
は

迫

害
者
と

な
り

、

移
住
か

ら
メ

ッ

カ

へ

の

帰
還

、

歴

史
的
に

は

メ

ッ

カ

征

服
が

メ

デ
ィ

ナ

に

移
住

し

た

イ

ス

ラ

ー
ム

教

徒
集

団
の

最
大
の

政
治

的
達
成

目
標
と

な
っ

た
。

　
　
「

…
…

移
住
し

た

者
、

故
郷
か

ら

追
放
さ

れ
た

者
、

わ

が

道
の

た

め

に

迫
害
さ

れ
、

ま

た

奮
戦
し
て

殺
害
さ

れ

た

者
は
、

わ
れ

は

　
　
き
っ

と

か

れ
ら

か

ら

凡
て

の

罪
業
を

消

滅
し

て
、

川
が

下
を

流
れ

る

楽
園
に

入
ら

せ

よ

う
。

…
…

」

（
イ

ム

ラ
ー

ン

家
の

章

　一

九

五

　
　〔
13）

　
　
節）

　
ム

ス

リ
ム

た
ち

は

六

三

〇
年

、

メ

ッ

カ

へ

の

帰

還
を

果
た

し

た
。

メ

ッ

カ

帰
還
ま

で

の

二

十
年
間
に

お

け
る

入

信
の

形
を

見
る

と

親

子

兄
弟

の

宗
教
選

択
は

個
人
の

意
思
に

よ

る

選
択
だ
っ

た
。

　

 
集
団
入

信
の

始
ま

り

　

部
族

単
位
の

集
団

入
信
が

始
ま

る
の

は
、

メ

ッ

カ

征
服
の

前
後
か

ら

で
、

ア

ラ

ブ
の

部
族
か

ら

の

入

信
希
望

使
節
団
が

メ

デ
ィ

ナ

の
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預
言
者
の

許
に

や

っ

て

き

て

入

信
し

た
。

入

信
し

た

ア

ラ
ブ

の

部
族
に

は

ザ
カ

ー
ト

（

義
務
の

布
施）

が

課
さ

れ

た
。

そ

の

後
、

六

三

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鄰

二

年
に

預
言
者
ム

ハ

ン

マ

ド

が

死
去
す

る

と
、

ム

ハ

ン

マ

ド

と

の

契
約
は

彼
の

死
に

よ

っ

て

終
わ
っ

た
と

し
て

ア

ラ
ブ

の

部
族
は

ザ

カ

ー

ト

の

支
払
い

を
拒
否
し

反
乱
を

起
こ

し
・

イ

ろ
ブ

ー
ム

勢
力
は

こ

れ
ら

を
鎮

圧
し

た
・

つ

ま

り

集
団
入

信
の

惷
は

・

ム

ス

リ
ム

勢

圃

力
の

支
配
権
承
認
と

い

う

政
治
的
色
彩
が

濃
い

も

の

だ
っ

た
。

　

メ
ッ

カ

征
服
時
に

お

い

て

も

事
情
は

同
じ

だ
っ

た
。

そ

れ
ま

で

預
言
者
ム

ハ

ン

マ

ド

を
弾
圧
し

て

い

た

ク

ラ

イ
シ

ュ

族
は

世
の

終
わ

り

を

感
じ
た

。

逃
亡

し

た

者
は

家
屋

、

財
産

を
失
う

、

残
っ

た

も
の

は

殺
さ

れ
て

し

ま

う
、

そ

う
い

う

状
況
が

到

来
し

た
。

血

縁
を

頼

り

に

預

言
者
ム

ハ

ン

マ

ド
へ

の

執
り

成
し

を

頼
む

者
も
い

た
。

　
　

「

慈
悲
あ

ま

ね

く

慈

愛
深
き

ア
ッ

ラ

ー

の

御
名
に

お

い

て
。

ア
ッ

ラ

ー
の

援
助
と

勝
利
が

来
て

、

人

び
と

が

群
れ

を

な

し
て

ア

ッ

　
　
ラ

ー
の

教
え

（

イ
ス

ラ

ー
ム
）

に

入

る

の

を

見
た

ら
、

あ
な

た

の

主
の

栄
光
を

誉
め

称
え
、

ま

た

御
赦
し

を

請
え

。

本
当
に

か

れ

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
（
14）

　
　
は

、

度
々

赦
さ

れ

る

御
方
で

あ
る

。

」

（

＝

○
章

援
助
の

章
）

　
こ

の

啓
示

で

は

「

集
団
入

信
」

で

は

な

く
、

人
々

が

我
先
に

と

「

群
れ
を
な

し

て
」

入
信
す
る

形
で

あ

る
が

、

集
団
入
信
の

変
型
と

言
え、

イ
ス

ラ

ー
ム

が

集
団
入

信
を

容
認

し

た
こ

と
の

根
拠
と

な

る
。

　

 
イ

ス

ラ

ー
ム

諸
国
の

入
信

形
式

　

イ
ス

ラ

ー

ム

の

入

信
の

形
式
は

初

期
の

も

の

が

原
型
で

あ
ろ

う
。

預
言
者
の

祖
父
で

後
見
人
と

し
て

彼
を
守
っ

た
メ

ッ

カ

の

有
力
族

長
で

あ
っ

た

ア
ブ

ド
ル

・

ム

ッ

タ

リ
ブ
は
ム

ス

リ
ム

と

な

ら

な

か
っ

た

し
、

そ

の

後
継
族
長
の

叔
父
の

ア
ブ

i
・

タ

ー

リ
ブ

は

臨
終
に

際
し

て

預
言
者
ム
ハ

ン

マ

ド
の

入
信
勧
誘

を

拒
否
し
て

死
ん

で

い

っ

た

が
、

預
言
者
は

そ

の

こ

と

で

彼
ら

を
呪
う
こ

と

は

な
か

っ

た
。

　
イ
ス

ラ

ー
ム

の

個
人
入
信
の

原
型
に

対
し

て
、

イ
ス

ラ

ー

ム

の

教
え

が

浸
透
し

社
会
構
造
の

基

盤
と

な

っ

た

イ
ス

ラ

ー
ム

諸
国
の

ム
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ス

リ
ム

家
庭
の

子

供
た

ち

は

ム

ス

リ

ム

に

な
る

の

が

自
然
だ

。

キ

リ
ス

ト

教
に

お

け
る

幼
児
洗
礼
と

同
じ

と

理
解
し

て

も

良
い

だ

ろ

う
。

　
イ
ス

ラ

ー

ム

社
会
で

は
、

生
ま

れ

た

子

供
の

耳
元
で
、

父

親
が

、

「

ア

ッ

ラ

ー
以

外
に

神
は

な

く
、

ム

ハ

ン

マ

ド
は

彼
（

ア

ッ

ラ

ー
）

の

使
者
で

あ

る

と

証

言
し

ま

す
。

」

と

囁
き
、

代
理
で

信
仰
告
白
を
す
る

。

実

際
の

入

信
は

、

子

供
が

四
、

五

歳
に

な
る

頃
に

、

礼
拝

所
で

あ
る

マ

ス

ジ

ド

の

金

曜
礼
拝
な
ど

に

連
れ

て

行
っ

て

馴

染
ま
せ

、

七

歳
頃
辺

り

か

ら
一

緒
に

礼
拝
さ
せ

て

自
然
に

入

信
さ

せ

る
。

礼
拝
で

は

必
ず

、

前

記
の

「

証
言
」

を

繰
り

返
し

て

唱

え

る

の

で
、

実

際
上
入

信
し

て
い

る
こ

と

に

な

る
。

棄

教
は

反
社
会
的
行
為
と

な

り

社
会
生

活
が

で

き
な
い

状
態
に

な

る
の

で
、

起
こ

る
こ

と

は

ほ
と

ん

ど

な
い

が
、

宗

教
籍
を

維
持
し

た

ま

ま
不

熱
心

で

あ

る
こ

と

は

起
こ

り
う

る
。

 
宗
教
に

強
制
な

し

　
イ
ス

ラ

ー

ム

教
義
で

は
、

「

イ
ス

ラ

ー
ム

が

正
し
い

こ

と
は

明
白
で

あ

る

か

ら
、

人
が

強
制
し
て

イ
ス

ラ

ー
ム

に

入

信
さ
せ

る

必
要

は

な
い
」

と

の

原
則
で
、

「

宗

教
に

強
制
な

し
」

（
ク

ル

ア

ー

ン

　
第
二

章

牝
牛
の

章
二

五

六

節）

と

の

啓
示
が

あ
り、

強
制
入

信
が

禁
じ

ら

れ

て
い

る
。

　
こ

れ

に

関

す

る

イ

ブ
ン

．

カ

ス

ィ

ー

ル

の

解
釈
は

次

の

通

り

で

あ
る

。

イ
ブ

ン

・

カ

ス

ィ

ー

ル

の

注

釈
書
は

現
代
イ
ス

ラ

ー

ム

世
界

で

最
も

信
頼

で

き

る

書
と

し
て

読
み

続
け

ら

れ

て

い

る
。

　
　

「

尊
く

御
方
は
お

っ

し
ゃ

ら
れ

る
。

『

宗
教
に

強
制
な
し

』

。

つ

ま

り
、

イ
ス

ラ

ー

ム

教
に

入
る
こ

と

を

誰
一

人

と

し

て

無
理

強
い

　
　
さ

れ

る
こ

と
は

な
い

。

な

ぜ

な

ら
、

そ

れ

（

イ
ス

ラ

ー

ム
）

は

明
証
さ

れ
、

輝
く

ば
か

り

に

明
白
で

あ

る

か

ら

だ
。

そ

（

イ
ス

ラ

　
　
ー
ム
）

の

証
明

を
持
っ

て

す
れ

ば
、

誰
か

を

無
理

強
い

し

て

入

信
さ

せ

る

必

要
が

な
い

の

で

あ

る
。

そ

れ

ど
こ

ろ

か
、

イ

ス

ラ

ー
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ム

へ

の

ア

ッ

ラ

ー
の

導
き

が

あ
り
、

胸
の

つ

か

え

が

な

く

な

り
、

目
が

輝
い

た

者
が

、

明

白
な

証
拠
に

基
づ

い

て

入

信
す

る

の

で

　

　

　（
聡）

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

跚

　

　

あ
る

。

」

ア

ッ

ラ

ー
の

導
き
が

あ
っ

て

人
々

は

入

信
す
る

の

で

あ
っ

て
・

個
人

が

無
理

強
い

し

て

入

信
さ

せ

て

も

ア
ッ

ラ

あ
導
き

が

な
け

れ

剛

ば
無
駄
で

あ

る
と

言
う
こ

と

で

あ

る
。

　

 
有
賀
文
八

郎
は

個
人

入

信
形

式
を

選

択

　

有
賀
文
八

郎
の

入

信
形
式

を

検
討
す

る
こ

と

は
、

彼
が

イ
ス

ラ

ー
ム

を

ど

の

よ

う
に

受
容
し

た
か

を

知
る

こ

と

で

も

あ

る
。

　

文
八

郎
は

欧
米
近

代
の

キ

リ

ス

ト

教
を

受
容
し

基

督
者
と

な
っ

て

「

神
棚

、

仏
壇
」

を

置
か

な
い
一

神
教
家
庭
を
つ

く

り
、

そ

こ

か

ら
一

神
教
で

あ
る

イ
ス

ラ

ー

ム

を

知
り
、

四

十
年
間
比
較
検
討
の

後
、

イ
ス

ラ

ー
ム

を

覚
信
し

た

日

本
人
で

あ
る

も

の

の
、

子
供
た
ち

は
ム

ス

リ
ム

と

な

ら

ず
、

別
の
一

神
教
を
選
択
し

た
。

幼
児
洗
礼
の

よ

う

な

形

が

定
着
し

て

い

る

イ

ス

ラ

ー
ム

諸
国
の

人
々

か

ら

疑
念

を
抱
か

せ

る

行
為
で

あ
る

が
、

イ
ス

ラ

ー
ム

が

少
数

勢
力
の

日

本
に

あ
っ

て
、

そ

し

て

彼
が

日

本
人
ム

ス

リ
ム

の

先
駆
で

あ
る

事
情
を

考
慮
す
る

な
ら

、

彼
は

預

言
者
の

時
代

、

つ

ま

り

イ
ス

ラ

ー
ム

初
期
と

似
た

状
況
に

置
か

れ
た

と

理

解
で

き

る
。

　

 
有
賀
の

入

信
時
期
と

個
人

入

信
形

式

　

小

村
不
二

男
は

、

有
賀
を
一

八

九
二

（

明
治
二

五
）

年
に

入

信
し

た

日

本
人

最
初
の

ム

ス

リ
ム

と

し
て

　

　

「

イ
ン

ド

の

ボ

ン

ベ

イ
に

滞
在
中、

…

…

ホ

テ
ル

の

近

く

に

あ

る
モ

ス

ク

に

日

参
し

て

礼
拝
を

見
学
し
て

い

る

う

ち

に

イ

ン

ド

人

　

　

ム

ス

リ
ム

実
業
家
で

も
あ

る
へ

ー

ダ
ラ

リ
ー

と
い

う
篤
信
家
か

ら

イ
ス

ラ

ー
ム

に

帰
依
し

、

そ

の

モ

ス

ク
の

イ
マ

ー

ム

か

ら

イ
ス

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め　

　

　

ラ

ー
ム

教
徒
名
ア
フ

マ

ド

と

命
名
さ

れ

た
。

」

と

記
し

て

い

る
。
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昭
和
の

イ

ス

ラ

ー

ム

研
究
の

第
一

人
者
の

笠
間
杲
雄
は
］

八

九
六

（
明
治
二

九）

年
、

神
戸
に

て

入
信
と

し

て

い

る
。

　
　

「

氏
は

明
治
二

十
五

年
頃

南
洋
に

渡
航
し

た

当
初
は

キ

リ

ス

ト

教
徒
で

あ
っ

た

が
、

後
イ

ン

ド
貿
易
に

従

事
し

ボ
ン

ベ

イ

滞
在

中

　
　

図
ら

ず

も

イ
ス

ラ

ー

ム

の

信
徒
を

友
人
に

も
ち
、

そ

の

教
義
の

簡
明

、

教
徒
の

純
真
な

信
仰
に

動
か

さ

れ

て

現

代
宗
教
の

優
秀
な

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
ロ
リ　

　
　
る

も
の

と

信
じ

、

明
治
二

十
九
年
に

神
戸
に

於
い

て

イ
ン

ド

人

の

教
徒
か

ら

入

信
式
を

行
っ

て

も

ら
い

…

…
。

」

　
日

本
ム

ス

リ
ム

史

研
究
家
で
、

東
京
の

イ
ス

ラ

ミ

ッ

ク
・

セ

ン

タ

ー
・

ジ
ャ

パ

ン

理

事

長
の

サ

ー
リ

ハ

・

サ

マ

ラ

イ

博
士

は
、

日
本

ム

ス

リ
ム

の

先
駆
と

し

て

野
田

太
郎

二

八

九

〇
年
入

信）
、

山
田

寅
次

郎
（

一

八

九一
、

年
入

信）
、

有

賀
文
八

郎

二

九

〇
〇

年
入

信）

を

挙

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　　
ぜ

げ
、

文
八

郎
明
治
三

三

年
入

信
説
を

取
っ

て

い

る
。

筆
者
は

サ
マ

ラ

イ

博
士

と

は

七

〇

年
代
終
わ

り
頃
同
セ

ン

タ

ー

で

知
り

合
っ

た

が
、

彼
は

日

本
人
ム

ス

リ
ム

の

小
村
不
二

男
や

、

ク
ル

ア

ー
ン

翻
訳
者
の

オ
マ

ル

・

三

田

了
一

ら

と

親
密
な

関
係
で
、

同
時
に

日

本
人

ム

ス

リ
ム

史
資
料
を

精
力

的
に

集
め

て

い

た

の

を

知
っ

て
い

る
。

そ

の

彼
が

文
八

郎
入

信

時
期
を

確
定
で

き

な

い

の

は
、

イ
ス

ラ

ー
ム

諸
国
の

ム

ス

リ
ム

と

は

違
っ

た

イ
ス

ラ

ー
ム

受

容
を
し

て
い

た

か

ら

で

あ
る

。

　
息
子

鐵
太
郎
は
、

「

…

…

そ

の

後
印
度
に

二

度
行
っ

て

い

る
。

こ

の

事
は

か

れ

の

宗
教
心
に

と

っ

て

重

要
な

形
態
を
与
え

た
こ

と

に

な
る

。

そ

れ

ま

で

は
、

キ

リ
ス

ト

教
を

信
じ
て

い

た

が
、

…

…

イ
ン

ド
に

お

い

て

英

国
人

の

圧

政
ぶ

り

を

見
て

、

キ

リ
ス

ト

教
に

対
す

る

少
な
か

ら

ぬ

疑
惑
を
抱
く
と

共
に

、

か

の

地
の

イ
ス

ラ

ム

教
に

接
し

て
、

コ

ー

ラ
ン

の

教
え
に

引
き

付
け
ら

れ
る

も
の

を
感
じ

た
。

父
が

本
格
的
に

イ
ス

ラ
ム

に

入

信
し

た

の

は
、

そ

れ
か

ら

四

十

年
も

の

後
の

こ

と

で

あ
る

が
、

そ
の

最
初
の

き
っ

か

け
は

イ
ン

ド

訪
問

　
　
　ド
リ　

に

あ
っ

た
。

」

と

記

し

て

お

り
、

文
八

郎
の

入

信
時
期
は

六

十
五

歳
と

な

る

も
の

の
、

「

本

格
的
」

と
い

う
表
現
で
、

留
保
あ
る

も

の

と

な

っ

て

い

る
。

　
有
賀
文
八

郎
自
身
は
、

入
信
時
期
に

つ

い

て

記
し

て

い

な
い

。

鐵

太

郎
と

同
じ

よ

う
に

、

明

治
二

五

年
に

実

際
の

イ
ス

ラ

ー
ム

と

出
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会
い

、

以

後
四

十
年
間、

比
較
研
究
し
て

イ
ス

ラ

ー
ム

を

確
知
し
た

と

述
べ

て

い

る
。

　
　
「

明
治
二

十
五

年
に

至

り

私
は

商
用
を

帯
び
て

印

度
に

行
き
た

る

時、

図

ら

ず

も
イ
ス

ラ

ム

教
を

聞
き
、

爾
来
基

督
教
と

の

比

較

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
あ　

　
　

研
究
を

重
ぬ

る
こ

と

四

十
年

、

遂
に

此
宗
教

が

最
も

口

本
に

適

当
す

る

宗

教
で

あ
る
こ

と

を
確
知
し

た
。

」

ま

た

「

…

…

イ
ン

ド
に

は

其
時
既
に
一

億
近
き

信
徒
が

あ
っ

た
。

而
し

て
、

其
信
徒
の

老
若

男
女
共
に

熱
烈
な

る

信
仰
を

有
し

、

真
に

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
オ　

頼
も

し

き

も
の

あ

る

の

を

感
ぜ

し

め

た
。

爾
来
四

十
有
余
年

、

商
工

業
の

傍
ら
、

此
宗
教
を

研
究
し

た

も
の

で

あ
り
ま

す
。

」

と

あ
る

。

　

文
八

郎
と
、

息
子

の

鐵

太
郎
両

者
に

共
通
し

て

い

る

こ

と

は
、

入

信
後
の

「

覚
信
」

の

重

視
の

姿
勢
で

あ
る

。

　

文
八

郎
は
、

「

私
は

大
正

二

年
（
一

九
一

二

年
）

に
、

事

業
界
を

退
い

て

イ

ス

ラ
ム

教
の

伝
道
に

従
事
せ

ん

と

欲
し
、

時
の

総
理

大
臣

大

隈
侯
に

相
談
し

た

こ

と

が

あ

り

ま

し
た

が
、

大
隈
さ

ん

の

賛
成
を

得
ら

れ

ま
せ

で

し

た
。

依
っ

て

時
機

未
だ

到

来
せ

ぬ

も

の

と

思

　
ほねい

」

と

あ
り

、

伝
道
す

る

以
上

入

信
し
て

い

た
と

解
す

る

の

が

普
通
で

あ

る
。

し

か

し

四

年
後
の
一

九
一

七

年
（
大
正
六

年）

に

息
子

鐵
太
郎
が

十
八

歳
で

東
京
原
宿
同
胞
教
会
に

て

キ

リ

ス

ト

教
の

洗
礼
を
受
け

て

い

る
。

こ

の

時
の

鐵

太

郎
の

キ

リ
ス

ト

教
知
識
は

か

な

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
ね　

り
な
も

の

が

あ
っ

た
こ

と

は
、

彼
が

同
年、

「

悦
び

の

教
え
」

と

「

内
心
の

渇

仰
」

の

二

つ

の

説
教
を

行
っ

て

い

る
こ

と

か

ら
分
か

る
。

前
者
は

ヨ

ハ

ネ

伝
一

六

章
に

基

づ

き
、

「

我
が

天
の

父
の

御

意
を
行
う

者
は

即
ち

我
が

兄
弟、

我
が

姉

妹
、

我
が

母
な

り

…

…

遂
に

平

然
と

し

て

十
字
架
の

刑
に

処
せ

ら

れ

た
」

と

の

こ

と

ば
を
引
用
し

、

血

縁
関
係
を

超
え
た

熱
き

信
仰
の

心
の

内
を

語
っ

て

い

る
。

後
者

は
、

詩
篇
四

二

篇
に

基
づ

き
、

「

一

大
真
理
こ

そ

は

人
を

し

て

神
を

信
ぜ

し

め
、

愛
も

孝

も

忠
も

皆
神
よ
り

出
ず
る
こ

と

を

信
ぜ

し

め
、

…
…

」

と

神
の

存
在
の

自
明

性
を

語
っ

て

い

る
。

鐵
太

郎
は

、

洗

礼
時
期
の

有
賀
家
の

様
子

を
、

「

私
の

育
っ

た

家
庭
に

は

神
棚
も

仏

壇
も
な

か
っ

た

か

ら
、

キ

リ
ス

ト

者
に

な
る

の

に
、

そ

れ
と

の

決

別
が

必
要
で

な

か
っ

た
。

け
れ
ど

も

キ

リ

ス

ト

者
に

な
っ

た

と
い

う

こ

と

は
、

同
時
に

宗
教
的
覚
醒
を

意
味
し
た

の

で

あ
っ

て
、

一

面
に

は
、

自
分
に

生

き

る

力
と

望
み

を

与
え
て

く
れ
る

言
葉
は
、

そ
こ

（526） 310
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（
24）

に

し

か

見
出
さ

れ

な
い

と

感
じ

な
が

ら

も
、

他
面

、

は

た

し

て

事

実
な

の

か

ど

う

か

を

確
か

め

た

い

欲
求
に

か

ら
れ

た

の

で

あ

る
。

」

と

書
い

て
い

る

こ

と

か

ら
、

有
賀
文
八

郎
が

ム

ス

リ
ム

で

あ
っ

た

と

し

た
ら

、

キ

リ
ス

ト

教
の

用

語
を

借
り

る

な
ら

、

子

供
た

ち
に

対

し

て

は

幼

児
洗

礼
で

は

な

く

堅
信
が

あ
っ

て

初
め

て

信
仰
と
い

う

姿
勢
を

持
っ

て

い

た

と

推

測
す

る

以

外
に

な

い
。

「

我
が

国
民
諸
君

に

望
む

。

諸
君
は

、

既
に

我
々

の
、

祖

先
の

如
き
、

無

学

者
の

集
合

体
で

は

な

い

の

で

あ
り

ま

す
。

故
に

無
学
時

代
に

我
々

の

祖
先

が
、

信
じ
た

る

偶
像
崇
拝
（
筆
者
註

仏
像
な
ど
を

指
す）

を

断
然

全
廃
し

て
、

充
分
諸
々

の

宗
教
を
研

究
し

、

其
の

最
も

優

秀
な

る
も

の

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
25V

を

採
用

し
て
、

之

を

信
仰
す
る

こ

と

が

最
も
懸

命
な

る

手

段
で

あ
り

ま

す
。

」

と

の

文
八

郎
の

宗
教

観
が
こ

の

こ

と

を
裏

付
け

る

も

の

で

あ
る

。

宗
教
の

覚
信
は

妄
信
で

は

な

く
、

継

続
的
研
究
に

よ

っ

て

実
現
で

き

る

と

の

宗
教
観
で

あ
る

。

そ
の

よ
う

な
宗
教
観
で

あ

れ

ば

親
が

子
に

自
己

の

宗
教
を

強
制
す
る

こ

と

は

考
え
ら

れ

な
い

。

　

文
八

郎
の

家
庭
は
一

神
教
徒
の

家
庭
で

あ

り
、

「

其
の

最
も
優

秀
な

も
の

の

採

用
」

と

し

て
、

父

は

イ
ス

ラ

ー
ム

へ

、

子

は

キ

リ
ス

ト

教
に

到

達
す
る

こ

と

に

な
っ

た

の

だ

ろ

う
。

　
ユ

ダ

ヤ

教
、

キ

リ

ス

ト

教
、

イ
ス

ラ

ー

ム

教
と

家
庭
が

同
一

宗
教
を

信
じ

る

こ

と

を

疑
わ

な
い

の

が
、

例
え

そ
れ

が

形
式
的
で

は

あ

っ

て

も
、

そ
れ

が

欧
米
キ

リ

ス

ト

教
諸
国
で

あ
り

、

ま
た

イ
ス

ラ

ー

ム

以
外
の

選
択
し

か

認
め

な

い

の

が
イ
ス

ラ

ー

ム

諸
国
で

あ
る

。

イ

ス

ラ

ー
ム

と

キ

リ

ス

ト

教
が

有
賀
家
に

お

い

て
一

神
教
と
し

て

共

存
し
て

い

た

と

す

る

な

ら
、

そ

れ

は

矛

盾
で

は

な

く
、

一

神
教
の

覚

信
の

た

め

の

研
究
の

雰
囲
気
が

有
賀
家
に

あ
っ

た

と

理

解
す

る

以

外
に

な

い
。

　

イ
ス

ラ

ー
ム

で

は

入
信
を

ア

ッ

ラ

ー

と

の

感
動
的
出
会
い

で

は

な

く
、

ア

ッ

ラ

ー
へ

近
づ

く
人
の

歩
み
の

始
ま
り

と

し

て

い

る
。

人

の

信
仰
心
は
い

つ

も

同
じ
レ

ベ

ル

で

は

な
い

。

信
仰
心
は

強
く

も
な
れ

ば

弱
く

も
な
る

。

強
く
す

る

た

め
に

は
、

ア

ッ

ラ

ー

の

綱
を

し

っ

か

り

と

掴
み

、

道
を

外
れ

な
い

よ

う

に

せ

よ

と
、

ク
ル

ア

ー
ン

で

は

何
回
と

な

く
言
及
さ

れ
て

い

る
。

文
八

郎
は
そ

れ
を

、

「

継

続

311 （527）
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的
研
究
」

と

い

う
こ

と

ば

で

表
し

て

い

る
。

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
跚

　

鐵
太

郎
は

も

と

よ

り
、

文
八

郎
の

子

供
た

ち

は

父
が

ム

ス

リ
ム

だ
っ

た
こ

と

を

隠
す

こ

と

は

な

か
っ

た
。

鐵
太
郎
の

教
え

子
か

ら

直

叢
材
し

た

が
・

鐵
太
郎
は

父
が

ム

ス

リ

ム

と

し
て

亡
く

な
・

た

こ

と

を

話
し

て

い

る
・

ま

た

文
章
に

し

て

い

る

こ

と

は

既
に

記
し

磁

た
。

　

イ
ス

ラ

ー
ム

諸
国
の

ム

ス

リ

ム

の

何
人
か

に

こ

の

話
を

し

た

ら
、

文
八

郎
が

ム

ス

リ
ム

と

し

て

生

涯

を
全
う

し

た

こ

と

も
そ

う
だ

が
、

そ

れ
よ

り

も

子

供
た

ち
が

キ

リ
ス

ト

教

徒
で

あ
っ

た

こ

と

に

強
い

印
象
を

覚
え
た

ら

し

く
、

彼
ら

の

方
か

ら

＝

神
教
の

家

庭
だ

っ

た

の

で

し

ょ

う
」

と
の

こ

と

ば

が

出
て

き

た
。

ム

ス

リ
ム

に

と
っ

て

イ
ス

ラ

ー
ム

は

も
と

よ

り

大
事
だ

が
、

ク

ル

ア

！
ン

に

あ
る

通

り
、

イ
ス

ラ

ー

ム

の
一

神
教
と

し

て

の

系

譜
は

大
切
な

事
項
で

あ

り
、

イ
ス

ラ

ー
ム

の

存
在
理

由
で

も

あ
る

。

　

 
親
子

間
の

宗
教
選
択
の

意

味
と

有

賀
文

八

郎
の

現

代
的
性
格

　

筆
者
は

次
の

よ

う
に

理
解
し

た

い
。

　

文
八

郎
は

イ
ン

ド
で

イ
ス

ラ

ー
ム

と

出
会
い

入

信
し

、

イ
ス

ラ

ー

ム

名
を
貰
っ

た

の

だ
ろ

う
。

し
か

し

彼
は

そ

こ

か

ら

四

十
年
余
り

の

間
覚
信
の

た

め
の

研
究
を
行
っ

た
。

そ

れ

が

真
実
で

あ
る

こ

と

は

前
記
の

彼
の

宗
教
観
か

ら

理

解
で

き

る
。

そ

う
し
て

い

る

過

程
で

息
子

鐵
太
郎
は

キ

リ
ス

ト

教
の

洗
礼
を

受

け

た
。

そ
の

後、

文
八

郎
は

六

十
歳
を

機
に

、

イ
ス

ラ

ー
ム

伝
道
に

身
を
捧
げ
た

。

既
に

鐵

太

郎
は

立
派
な

キ

リ
ス

ト

教
学

博
士
と

な
っ

て

い

た
。

親
子

間
の

宗
教
論
争
が

あ
り

、

父

の

死

後、

鐵
太

郎
は

宗
教
懇
話
会
を

設

け、

NCC

宗
教
研
究
所
を

設
立
し

、

他
宗
教
と

の

理

解
に

配
慮
す

る

ま

で

に

到
っ

た
。

　

文
八

郎
が

入

信
時
期
を
明
確
に

し

な
か

っ

た

の

は
、

四

十
年
に

及
ぶ

研
究
が

あ
っ

た

か

ら
だ

ろ

う
。

文
八

郎
の

イ
ス

ラ

ー
ム

信
仰
が

単
純
な

イ
ス

ラ

ー
ム

教
徒
た

ち

と

の

盲

目

的

連
帯
で

は

な

く、

ア

ッ

ラ

ー

の

道
を
明
ら

か

に

す
る

研
究
の

連
続
で

あ
っ

た

こ

と

が

導
き
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だ

さ

れ

る
。

そ

れ

は

イ
ス

ラ

ー
ム

の

信
仰
に

関
す

る

見
方
で

あ
る

信
仰
の

増
減
の

考
え

方
と
→

致
す

る
。

文
八

郎
の

宗
教

観
に

は
、

現

代
日
本

人
ム

ス

リ

ム

に

自
己
の

信
仰

の

覚
信
を

問
い

、

他
の

宗
教
者
と

自
己

の

関
係
を

再
考
さ
せ

る

教
訓
が
あ

る
。

　
7
　
有
賀
文
八

郎
の

イ
ス

ラ

ー
ム

理

解

　

 
預

言
者
描
写

表
現
で

の

配
慮

　
彼
の

イ
ス

ラ

ー

ム

の

説
明
は

信
者
の

立
場
か

ら

行
わ

れ

簡
潔
明
瞭
で

あ
っ

た
。

　
「

イ
ス

ラ

ム

教
初
代
史
」

で

は

「

其
年
の

八

月
廿
日

聖
マ

ホ

メ

ッ

ト

師
が

御
誕

生
遊
ば

さ

れ

た

の

で

あ
り

ま

す
。

其
秋
サ

ド

族
の

ハ

リ

マ

の

許
に

て

哺

育
せ

ら

れ

る

こ

と

と
な
り

ま

し

た
。

而
し

て

第
二

歳
第
三

歳
は

御
無

事
に

御
成
長

遊
ば
さ

れ
、

第
四

歳
の

時
不
思

議

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ハ
ま

な

る

御

病
気
に

罹
ら
せ

ら

れ

ま

し

た

が

間
も

無
く
御
全
快
に

な

り
ま

し

た
。

」

　
伝
道

活
動
を
行
う
上

で

預
言
者
へ

の

尊
敬
が

必
要
な

の

は
、

呼
び

捨
て

で

は

聞
い

た

人
の

心

に

宗

教
的

感
情
は
起
こ

ら

な
い

か

ら

で

あ

る
。

 
法

学
的

解
釈
を
含
ん

だ

教
義
の

説
明
の

明
快
さ

　
ま

た

彼
の

イ
ス

ラ

ー

ム

教
義
の

解
説
も
ま

た

明
快
で

あ
る

。

　
　
「

コ

ー

ラ

ン

経
に

定
め

ら

れ

た

る
、

毎
日

五

度
の

礼
拝
は
、

之

を

守
る
こ

と

と
し

、

そ

の

時
問
は
、

全
然

ア
ラ

ビ

ア

の

習
慣
を

改

　
　
め

て
、

左
の

如
く

定
め

ま

し

た
。

　
　
一
、

毎

朝
洗
面
を

終
わ

ら

ば
、

直
ち

に

礼
拝
せ

よ
。

　
　
一
、

朝

食
時
と

昼

食
時
と

、

晩
食
時
に
、

必
ず
礼
拝
せ

よ
。

　
　
一
、

就
寝
前
に

必

ず

礼
拝
せ

よ
。
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五

度
の

礼
拝
を

定
め

た

る

は
、

真
神
に

対
す

る
、

神
恩
感
謝
の

念
を

忘

れ

ざ

ら
ん

が

為
に

し

て
、

若
し

閑
あ
ら

ば
、

幾
十
度
御

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
〔
逝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　

脳

　
　

祈
り

す

る

も
、

其
れ

は

信
者
の

自
由
で

あ
り

ま

す
。

」

彼
の

解
説
は

・

他
の

杲
人

イ

ス

ラ

ー
ム

研
究
者
か

ら

は

讒
行
為
と

見
な

さ

れ

る
・

後
述
す

る

飲
酒
に

関
す

る

解
釈
も

ま
た

同
じ

 

で

あ
る

。

　

有
賀
は

ア

ラ

ビ

ア

語
を
知
ら

ず、

ア

ラ

ビ

ア

語
の

イ
ス

ラ

ー
ム

文

献
を
参
照
し

な

か
っ

た
と

思
わ

れ

る
。

し
か

し

在
日

外
国

人
、

特

に

イ
ン

ド

人
ム

ス

リ
ム

た

ち
か

ら

イ

ス

ラ

ー

ム

の

実
際
の

多
く

を

学
ん
だ

こ

と

が

推
測
さ

れ

る
。

な
ぜ

な

ら
、

彼
の

よ

う
な

解
釈
は

、

イ
ス

ラ

ー

ム

文
献
を
参
照
で

き

る

者
、

イ
ス

ラ

ー
ム

教
学
を

学
ん

だ

者
、

あ

る
い

は

イ
ス

ラ

ー
ム

教
徒
の

実
際
と

教
学
と

の

調

和
的
理

解
が

で

き

る

者
で

な
い

限
り

不

可
能
だ

か

ら

で

あ
る

。

イ
ス

ラ

ー
ム

の

社
会
科
学
的
研
究
か

ら

は

彼
の

よ

う
な

回
答
は

出
て
こ

な
い

。

　

礼
拝
に

関
し

て

言
え

ば
、

中

東
ア
ラ

ブ

諸
国
の

イ
ス

ラ

ー
ム

教
徒
た

ち

は
、

カ

ダ
ー
と

称
し

て
、

目
が

醒
め

た

時
点
で

暁
の

礼
拝
を

す

る

者
も
多
い

。

有
賀
の

よ

う
に

は

っ

き

り
と

断
言
す

る
こ

と

は

な

い

が
、

実

際
は

そ
の

よ

う
に

行
わ

れ
て

い

る

場
合
も

多
い

。

カ

ダ

ー
の

理
由
は

「

眠
り
に

圧
倒
さ

れ
て

起
床
で

き

な

か
っ

た
」

で

あ

る
。

イ
ス

ラ

ー
ム

の

義
務
は

法

的
責
任
能
力
の

あ
る

者
、

あ

る

い

は

遂
行
能

力
の

あ
る

者
に

の

み

課
せ

ら

れ

る
。

　

法
的

責
任
能

力
の

イ
ス

ラ

！
ム

法
の

規
定
の

根
拠
は

預
言
者
の

こ

と

ば
で

あ

る
。

　
　

「

ア
ッ

ラ

ー

の

使
者
は

（

ア
ッ

ラ

ー
が

彼
を

祝
福
し
、

護
り

給
い

ま

す
よ

う

に
）

お
っ

し
ゃ

っ

た
。

筆
が

三

つ

か

ら

離
さ

れ

て

持

　
　

ち

上
げ
ら

れ

た
。

目
覚
め

る

ま

で

の

眠
り

人
、

正

気
に

戻
る

ま

で

の

狂
人、

成
長
す

る

ま

で

の

子

供
で

あ

る
。

」

ア

ブ
ー
・

ダ
ー

ウ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
28）

　
　
ー

ド

編
集
の
ハ

デ
ィ

ー
ス

（
預
言
者
言
行
録）

　
「

筆
で

書
か

れ
た
」

場
合
に

は

義
務

、

あ
る

い

は

禁
止

規

則
と

な

る
。

た

と

え

ば
、

ク

ル

ア

ー
ン

に

「

断
食
が

書
か

れ

た
」

と

あ
る

N 工工
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が
、

そ
れ

は

「

義
務
と

な
っ

た
」

と

の

意
味
に

な
る

。

従
っ

て
、

「

筆
を

持
ち

上
げ
ら

れ
た
」

と

は
、

「

書
か

れ

な
か

っ

た
」

と

の

意
味

で
、

法
的

責
任
能
力
が

な

し

と

さ

れ
る

こ

と

に

な
る

。

「

礼

拝
義
務
遂

行
の

意
思
が

あ
っ

て

も

目

覚
め

る

こ

と

が

出

来
な

か

っ

た
」

と

い

う
理
由
で
、

法
学
的
回

答
の

カ

ダ
ー
が

導
き

だ
さ

れ

る
。

有
賀
の

朝
の

礼
拝

解
釈
は

カ

ダ
ー

で

あ
れ

ば
正

し

く
な

る
。

　
次
に

昼
の

礼
拝
で

あ
る

が

朝
食
時
が

十
一

時
過
ぎ
で

、

昼
食
が

二

時
過
ぎ
頃
で

あ

れ
ば
、

イ

ス

ラ

ー
ム

法
規

定
に

違
反

す

る

こ

と
も

な
い

。

有

賀
の

説
明
の

調
子
が
、

軽
く、

聞
く

者
に

入
り
や

く
断
定
さ

れ

て
い

る
こ

と

か

ら
、

彼
が

在
日
外
国

人
ム

ス

リ
ム

の

現
実
を

知
っ

て
い

た
と

推
測
さ

れ

る
。

　

 
禁
酒

　
飲

酒
に

関
し
て

有
賀
は

、

コ
、

酒
は

飲
ま

ざ
る

こ

と

を

宜
し

と

し

ま

す
。

但
し

多

年
の

習
慣
上
が

害
な

き

人
は

、

此
の

限
り
に

あ

　「
29〕

ら

ず
。

」

と

な
っ

て
い

る
。

　
豚

肉
を

食
べ

る

イ
ス

ラ

ー
ム

教

徒
は

見
た
こ

と

が

な

く
て

も

飲
酒
す

る

イ
ス

ラ

ー
ム

教

徒
を

見
る
の

は

珍
し

い

こ

と

で

は

な
い

。

ク

ル

ア

ー
ン

に
、

飲
酒
は

害
の

方
が

大
き
い

と

あ
る

。

有

賀
は

そ

こ

で

反
対

解
釈
を

行
い

、

「

害
の

な

い

人
」

に

言
及

し

た
。

イ
ス

ラ
ー

ム

法

は
そ

こ

か

ら

更
に

進
み

、

預

言
者
の

言
葉
に

よ
っ

て

禁
酒
と

な
っ

た
。

有
賀
の

理

解
は
ム

ス

リ
ム

の

実
際

に

よ

る

判

断
だ
っ

た
の

だ
ろ

う
。

　

 
皇
室

崇
敬

　

有
賀
は

皇
室

崇
敬
に

つ

い

て
、

「

日

本
に

於
け

る
イ

ス

ラ

ム

教

徒
の

信

仰
箇
条
」

に

組
み

入
れ

て

い

る
。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　〔
錏

　
　

コ
、

天

皇

皇
后
両
陛
下
並

び
に

皇
族

御
一

同
を

尊
敬

す
べ

き

事
」

　
日

本
の
一

神
教
教
徒
に

と
っ

て

天
皇

に

対
す
る
立

場
は

自
己

の

良
心
の

問
題
と
し

て

葛
藤
を

引
き

起
こ

す
も

の

で

あ
る

。

有
賀
に

は

315 （531〕
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躊
躇
が

な
い

。

こ

れ
に

つ

い

て
、

中
田

考
は

有
賀
の

皇
室
崇

敬
を

全

イ
ス

ラ

ー
ム

世
界
の

動

向
の
一

つ

と

し

て

位
置
づ

け
、

「

有
賀
の

入
信
誓

約
に

非
イ
ス

ラ

ー
ム

的
要
素
が

あ

る

と

す

れ

ば
、

そ

れ

は

特
殊
日

本
的
と
い

う
よ

り

も

む

し
ろ

、

現
代
世
界
の

す
べ

て

を

覆
う

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
（
31V

国
民
国
家
の

イ

デ
オ
ロ

ギ

ー
の

反
映
な

の

で

あ

る
。

」

と

結
論
づ

け
て

い

る
。

　

有
賀
の

皇
室
へ

の

崇
敬

が

イ
ス

ラ

ー
ム

教
徒
と

し

て

特
殊
日
本
的
で

な
い

と

の

指
摘
は

重
要
で

あ
る

。

し
か

し

純
粋
な

イ

ス

ラ

ー
ム

理
論
で

、

イ

ス

ラ

ー
ム

法

解
釈
の

結
果
で

あ

る

イ

ス

ラ

ー

ム

諸
国
の

有
様
を

判
断
す
る

こ

と

は

大
変
な

作
業
で

あ

る
。

理

論
と

し
て

は

預
言
者
ム

ハ

ン

マ

ド
と
、

移
住
し

た
ム

ス

リ
ム

を

保
護
し

た
ハ

バ

シ

ュ

（
エ

チ

オ
ピ

ア
）

の

キ

リ
ス

ト

教
徒
の

王

ナ

ジ
ャ

ー

シ

ー
と

の

関
係
に

お

い

て

地

方
統
治

者
に

対
す

る
ム

ス

リ
ム

の

立

場
を

分
析
し

た

方
が

や

り

易
い

だ

ろ

う
。

　

イ
ス

ラ

ー
ム

の

統
治
者
の

資
格
と

は
、

信
者
の

疑
問
に

答
え

る
こ

と

が
で

き

る
こ

と
、

聖
典
ク
ル

ア

ー
ン

に

精
通
し

て

い

る
こ

と

で

あ
る

。

問
題
が
あ
れ

ば
、

統
治
者
に

聞
く

。

従
っ

て

統
治
者
と

は

イ

ス

ラ

ー

ム

法
学
者
で

あ
り

、

司

法
上
は

裁
判
官
で

あ

り
、

行
政
上

は

行
政
官
で

あ
り

、

政
治
上
は

統
治
者
と

な

る
。

こ

れ

を

ウ

ラ

ー
ヤ

ト
・

ア

ー
ン

マ

（

公
的
後

見）

と

言
う

。

し

か

し
ム

ス

リ
ム

は

こ

う
し

た

公
的

権
威
よ

り

も
、

血

縁
関
係
を

重

視
し
、

婦
女
子
の

指
導

者
は
一

家
の

長
で

あ
る

父
で

あ
り

、

父
が

な
い

場

合
に

は

祖
父

で

あ
り
、

祖
父
が
い

な
い

場
合
は

兄
弟

、

叔
父

で

あ

り
、

男
系
の

血

縁
に

近
さ

の

度
合
い

で

私
的

後
見
の

権
威
を

認
め

て

い

る
。

こ

れ

を

ウ

ラ

ー

ヤ

ト
・

ハ

ー
ッ

サ

（

私
的
後
見）

と

言
う

。

血

縁
に

よ

る

私
的
後
見

人
が

存
在
し

な
い

時
に
、

公
的
後
見
と

し
て

の

法
学
者

、

裁
判
官

、

統
治

者
が

出
て

く
る

の

で

あ
る

。

こ

れ

が

イ

ス

ラ

ー
ム

の

公

的
権

力
の

源
泉
で

あ
る

。

　

公
的
後
見
人
が
ム

ス

リ
ム

で

な
い

場
合
も
あ

る
。

イ

ス

ラ

ー
ム

は

異
教
徒

の

公
的
後
見
も

容
認
し
て

い

る
。

そ

の

根

拠
は

、

預

言
者

ム

ハ

ン

マ

ド

と
、

バ

バ

シ
ュ

に

移
住
し
た

ム

ス

リ
ム

未
亡
人

ウ
ン

ム
・

ハ

ビ

ー
バ

（
イ
ス

ラ

ー
ム

暦
六
六

七

年
死

去）

と

婚
姻
で
、

バ

バ

シ

ュ

の

王

ナ

ジ
ャ

ー
シ

ー

が

ウ

ン

ム

・

ハ

ビ

ー
バ

の

後
見
人
と

な
っ

た

こ

と
に

求
め

ら
れ

る
。

彼
女
の

父
は

メ

ッ

カ

征
服

ま

で
ム

ハ

ン

マ

〔532｝ 316
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ド

に

敵
対
し

て

い

た

ク

ラ

イ

シ
ュ

族
の

頭

目
の

ア
ブ

ー
・

ス

フ

ィ

ヤ

ー
ン

（
イ
ス

ラ

ム

歴
六

六

四

年
死

き

で

あ

り
、

血

縁
的

後
見
人
は

イ

ス

ラ

ー
ム

に

敵
対
し

て

い

た

た

め

認
め
ら

れ

ず
、

ナ
ジ

ャ

ー
シ

ー
は

異

教
徒
の

キ

リ
ス

ト

教

徒
で

あ
っ

た

も
の

の
、

ム

ス

リ
ム

の

亡

命

を

認
め

庇

護
し

友
好
関
係
に

あ
っ

た

た

め
、

後

見
人

の

役

割
を

代
襲
し

た
。

少
数
ム

ス

リ

ム

の

天

皇
に

対
す

る

立

場
も

こ

れ

と

同
じ

で
、

イ
ス

ラ

ー

ム

に

敵
対
し

て

い

な
い

な

ら
、

統
治

権
を

認
め

る

立
場
に

な

る
。

極
め

て

単

純
に

見
え

る
が

、

そ
こ

に

イ
ス

ラ

ー
ム

統

治
論
の

本
質
が

あ
り

、

そ

こ

か

ら

極
め
て

複
雑
な

統
治

論
が

構
築
さ

れ

る
の

で

あ

る
。

　

文

八

郎
に

は

こ

う

し

た

理

解
は

な

か
っ

た

ろ

う
が

、

イ
ン

ド

人
ム

ス

リ
ム

の

実
際
を

目
撃
し

、

イ
ス

ラ

ー

ム

法
解
釈
の

実
際
を
理

解

し

た

の

だ

ろ

う
。

彼
の

皇

室
崇
敬
は

イ
ン

ド

の

イ
ス

ラ

ー

ム

教
徒
た

ち

の

英

国
女

王
へ

の

忠

誠
に

倣
っ

た

も
の

と

推
定
で

き
る

。

三

　
日
本
人

の

有
賀
に

対
す
る

評
価

　

1
　
日
本
人
ム

ス

リ
ム

教
徒
か

ら

の

有
賀
に

対
す
る

評
価

　

有
賀
の

イ
ス

ラ

ー

ム

理

解
は

、

日

本
人
ム

ス

リ
ム

に

と
っ

て

は
、

有
難
く

評
価
で

き

る

も

の

で

あ
っ

た
。

生

涯
を

伝
道
に

捧
げ
た

日

本
人
ム

ス

リ
ム

の

小

村
不
二

男
は

有
賀
の

著
し

た

イ

ス

ラ

ー

ム

教
本
に

対
し

「

今
か

ら

半
世
紀

も

前
に

、

当
時
日
本
人
全
般
が

イ
ス

ラ

ー
ム

の

教
え
に

全
く
無
知
の

時
代

、

い

わ

ば
日

本
イ

ス

ラ

ー

ム

界
の

揺
籃
期
に

お

い

て

日
本
人

向
き

に

わ

か

り

易
く
口

述
し
た

。

…

…

戦
前
戦
後
を
通
じ
て

、

イ

ス

ラ

ー
ム

の

神
学

、

哲
学、

そ

の

他
関
係
図
書
は

多
く

刊
行
さ

れ

た

が
、

入

信
の

た

め
の

ガ

イ

ド
・

ブ

ッ

ク

　

　

　
　

　

　
　

　（
32）

の

類
は

極
め

て

少
な

い
。

」

と

評
価
の

こ

と

ば
を

述
べ

て
い

る
。

　

2
　
日
本
人
イ
ス

ラ

ー

ム

研
究
者
か
ら

の

有
賀
に

対
す
る

評
価

　

外
務
省
き
っ

て

の

イ
ス

ラ

ー
ム

専

門
家
と

し

て
、

口
本
人
に

イ

ス

ラ

ー
ム

に

関
す

る

啓

蒙
を

行
っ

た

笠
間
杲

雄
の

有
賀
に

対
す

る

評

317 （533）
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価
は

厳
し
い

。

笠

間
は

「

有
賀
氏

璽
派
の

如
き

は

勿
論

割
礼
な

ど

授
か

ら

な

い

の

で

あ・

華
」

と

か
・

「

譬
え

ば

雙
も

・

祈

濤
も

杲
語
で

や

褞

り・

皇
室
を

奉
敬
し
・

父

母
兄

姉
同
胞
相
愛
を

説
き
日

本
精
神
を

忠
に

し

た

進

歩
的
回

教
を

説
く
の

で

あ

華
」

と

し

て

文
八

郎
の

醐

イ
ス

ラ

ー
ム

理

解
を

問
違
っ

た

有
賀
流
イ
ス

ラ

ー
ム

と

し

て

否
定
し

て
い

る
。

　
し

か

し
、

割
礼
は

イ
ス

ラ

ー
ム

入
信
の

条
件
で

は
な

い

し
、

祈
濤
は

ア

ラ

ビ

ア

語
で

行
う
こ

と

が

原
則
で

あ
る

が
、

で

き

な
い

場

合

に

は
、

ア
ッ

ラ

ー
の

御
名
を

唱
え

賛
美
す
る

だ

け
も
良
い

こ

と

に

な
っ

て

い

る
。

　
有
賀
は

イ
ス

ラ

ー

ム

の

基
準
に

照
ら

し

て
、

日

本
の

社
会、

慣
習、

制
度
を
判
断
し

、

否
定
さ

れ

た

も
の

で

な

け

れ

ば
認
め

る
、

あ

る

い

は

否
定
さ

れ

て

い

て

も

段

階
的
に

そ

れ

ら

の

問
題
を
解
消
し

て

い

く
と

い

う

極
め
て

基

本
的
な

イ
ス

ラ

ー

ム

法
解
釈
を

行
っ

て

い

た

の

で

あ
る

。

　
笠
間

杲
雄
は

同
書
で

、

イ
ン

ド

の

ア

ガ
・

ハ

ー
ン

に

つ

い

て

記
し

て
い

る

が
、

ア

ガ
・

ハ

ー
ン

の

金
貸
業
な

ど

彼
の

異
端
性
を

指

摘

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
35）

し

て

い

る

も
の

の
、

「

ア

ガ
・

ハ

ー
ン

が

そ
の

活

発
自
在
の

手
腕
を
揮
う

機
会
は

今
日
よ

り

始
ま

る

と

云
っ

て

も
い

い

の

で

あ
る

。

」

と

現
状
容
認
の

態
度
を

取
っ

て
い

る
。

四

　
有
賀
文
八

郎
の

イ
ス

ラ

ー

ム

教
学
先
駆
と

し

て
の

評
価

　
日
本
精
神
と

イ
ス

ラ

ー
ム

教

義
の

調
和

　
有
賀
が

イ

ス

ラ

ー
ム

伝
道
を

行
っ

て

い

た

時
代
の

イ

ス

ラ

ー

ム

研
究
者
た

ち

は
、

日

本

精
神
と

イ
ス

ラ

ー

ム

の

調
和
を

模
索
し

た
。

昭
和
一

〇
年
代
は

大

東
亜
の
ム

ス

リ
ム

た

ち

を

日
本
の

支
配
下
に

組
み

入
れ

る

た

め

に

も

思

想
的
準
備
が

必
要
な

時
期
で

あ
っ

た
。
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国
策
と

し

て

中

国
回

教

民
族
の

宣
撫

、

南
進
に

よ

る

ア
ジ

ア

の

ム

ス

リ
ム

の

宣

撫
が

必

要
で

あ
っ

た
。

目

本

国
体
を

護
持
し

、

ア

ジ

ア

の

盟
主
を

目
指
す

中
で

、

日

本
は

大
東
亜

の

民
を

宣

撫
す

る

必

要

が

あ
っ

た
。

そ
の

た

め

イ

ス

ラ

ー
ム

研
究、

中
国
及
び
そ

の

他
ア

ジ

ア
の

イ
ス

ラ

ー

ム

民

族

誌

研
究
が

非
ム

ス

リ
ム

で

あ

る
学
界、

官
界

、

軍
の

日

本
人
が

中
心

と

な
っ

て

展
開
さ
れ

て
い

っ

た
。

昭

和

七

年
の

イ
ス

ラ

ム

文
化
協
会

、

昭
和
八

年
の

イ
ス

ラ
ム

学
会
、

昭
和
一
一

年
の

日

本
回

教

文
化

協
会

、

昭

和
一

二

年
の

イ
ス

ラ

ム

文

化

協
会

、

そ

し

て

昭
和
】

三

年
の

大
日

本
回
教

協
会
と
い

う
ふ

う

に

設

立
さ

れ

て
い

っ

た
が
、

こ

れ
ら

は

総
て

イ

ス

ラ

ー
ム

信
徒
の

団

体

で

は

な

か
っ

た
。

東
京
モ

ス

ク

建
設
支
援
な

ど
、

外
国
イ
ス

ラ

ー

ム

教

徒
と

の

交
流
も

担
っ

た

の

は

非
ム

ス

リ

ム

の

日

本
人
だ
っ

た
。

信
徒
の

団
体
と

し

て

は

昭

和
一

三

年
に

東
京

イ
ス

ラ

ー

ム

教

団
が

設

立
さ

れ

た
に

止
ま

る
。

　

時
代
の

流

れ

の

中
で

、

昭
和
一

四

二

九

三

九）

年
に

宗
教
団
体
法
が

制

定
さ

れ
、

第
一

条
に

お

い

て
、

「

本
法
に

於

て

宗
教
団

体
と

は

神
道

教
派、

仏
教

宗
派
及
基
督
教

其
の

他
の

教
団
（

以
下

単
に

教
派

、

宗
派

、

教

団
と

称
す
）

並

に

寺

院

及

教
会
を

謂
ふ
」

と

あ

り
、

「

そ
の

他
の

教
団
」

と

し
て

イ
ス

ラ

ー

ム

教
が

目

本
の

国
体
の

中
で

認
知
さ

れ

た
。

　

日
本
精
神
史
研
究
家
の

原
正

男
は
、

大

日

本
回
教
協

会
の

依
頼
を

受
け
、

『

日

本
精
神
と

回

教
』

を

書
き

上
げ

、

昭

和
一

六

年
に

出

版
し

て

い

る
。

大

日

本
回

教
協
会

理

事
長
の

松
島
肇
は

同
書

序
に

お

い

て
、

「

回
教
が

我

国
民

の

注

意
を

惹

く

様
に

な
っ

た
の

は
、

昭

和
一

四

年
帝

国
議

会
に

於
い

て

宗
教
団

体
法

が

審
議
せ

ら

れ
て

の

こ

と

で

あ
る
と

謂
っ

て

も

差
支
え

な
い

の

で

あ

る
。

回
教
は

右
法
律

（
注

宗
教
団
体
法
の

こ

と
∀

に

於
い

て

仏
教
や

基

督
教

等
と

対

等
に

条
文
中
に

明
示

せ

ら

れ

ず、

『

其

の

他
の

宗
教
』

中
に

包
含
せ

ら

れ

る

も
の

と

し

て
、

我
国
法
に

依
り

公

認
せ

ら

れ

た
の

で

あ
る

が
、

当
時
此
の

宗
教
は

我
国
に

於
い

て

之

を

容
認

し

て

支
障
な

き

や

否
や

即
ち

我
国

体
と

背

馳
す
る

と

こ

ろ

な

き

や

否
や
に

関
し

、

論

議
す

る

も
の

な

き

に

し

も

非
ざ
る

情
態
で

あ
っ

た

の

に

鑑
み

、

大

日

本
回

　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　（
36）

教

協
会
は

、

此
の

点
に

関
し
】

二

意
見
を

発

表
す
る

と

同
時
に
、

原
正

男
氏
に

依
頼
し

て

調
査

研
究
を

捗
め

た
。

」

と

述
べ

て

い

る
。

319 （535｝
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非
イ
ス

ラ
ー

ム

教
徒
中
心
の

大
日

本
回

教
協
会
が

、

東
亜

の

イ
ス

ラ

ー
ム

教
徒
を

日

本
国
体
の

中
で

位

置
づ

け

よ

う
と

し

た
。

日

本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　

跏

の

イ

ス

ラ

ー
ム

理
解
の
一

つ

の

試
み

で

あ
っ

た
。

原
正

男
は

、

前
記

書
の

中
で
、

イ
ス

ラ

ー

ム

概
説
を

試
み

て

い

る
。

特
に
、

「

第
十

＝

咼
教
徒
の

抵
抗
主
義
の

欠
点
」

で

は

イ
ス
一

了
ム

教
徒
の

無

軌
道
さ

の

矯
正
の

必
要
性
を
説
き
・

「

第
＋
二

章
我
国

体
と
一

神
教

蹴

の

回

教
」

で

は
、

「

若
し

日

本
人
が

回
教
の

第
一

信
条
（
筆
者

註

唯
一

神
ア

ッ

ラ

↓

を

其
儘

肯
定
す

る

と

せ

ば
、

日

本
の

天
神
地

祗
を

否
定
す

る
こ

と

と

な

り
、

我
が

国
の

成
立

根
本
義
に

戻
る

こ

と

と

な

り、

又
天
皇
を
現
神
と

信
奉
す
る

こ

と

に

戻
る

こ

と

に

な
っ

て
、

非
国

民

と

な
ら

ざ
る

を

得
な
い

。

」

と

し
て

、

日

本
が

イ
ス

ラ

ー

ム

を

受
容
す

る
こ

と

に

危
惧
の

念
を

表
明
し

て
い

る
。

　

北
一

輝
な
ど

西
欧
と

の

対
決
を

意
識
し

た

日

本
人
た
ち

は
、

抵
抗

権
と

し

て

剣
を

高
く
評
価
し

た

が
、

日

本
の

対
ム

ス

リ
ム

宣

撫
政

策
の

中
で

は

否
定
的
要
素
と

な
っ

た
。

五

結
論

i
有
賀
の

イ
ス

ラ
ー

ム

理
解

1

　

有
賀
の

イ
ス

ラ

ー
ム

理
解
は

伝
道
を

目
的
と

し

て

い

た
。

日

本
の

非
イ
ス

ラ

ー
ム

社
会
で

の

伝
道
に

あ

た
っ

て

は

イ
ス

ラ

ー
ム

法
的

解
釈
を

必
要
と

し

た
。

そ

れ

は

法

学
、

教
典
学
な

ど

を

含
め

た

イ
ス

ラ

ー

ム

学
の

発
展
を

刺
激
す
る

も
の

で

あ
っ

た
。

　

有
賀
は

日

本
国
民
の

中
に

イ
ス

ラ

ー
ム

信
徒
の

団
体
を
形
成
し
、

日

本
が

有
色
人
種
で

あ

る

世
界
の

ム

ス

リ
ム

に

呼
び
か

け
れ

ば
、

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　〔
37）

日

本
は

有
色
人

種
の

盟

主
と

な

り
、

皇
室
は

有
色
人
種
の

仰
ぐ

対
象
と

な

る

と

提
言
し

た
。

イ
ス

ラ

ー
ム

教
徒
の

七

億
の

有
色
人

種
は

欧
米

人
の

圧
迫
の

下
に

あ
る

が
、

日

本
人
が

イ
ス

ラ

ー
ム

教
徒
な

れ

ば

イ
ス

ラ

ー
ム

教

徒
は

欣
然
と

し
て

日

本
に

従
う
と

信
じ
た

の

で

あ

る
。

こ

れ
は

彼
の

信

念
で

あ

る
。

　

文

八

郎
は
一

神
教

徒

で

あ

り、

時
代
に

最
も

適
当
な

宗
教
と

し

て
、

イ
ス

ラ

ー
ム

を

選
択
し

た
。

ま
た
一

神
教
で

あ
る

キ

リ
ス

ト

教

N 工工
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の

信
徒
と

し

て
、

イ
ス

ラ

ー
ム

の

研
究
を

行
い
、

キ
リ

ス

ト

教
の

三

位
一

体
説
に

疑
念
を

抱
き

、

イ

ス

ラ

ー
ム

こ

そ
】

神
教
の

正

し
い

形
で

あ

る

と

の

結
論
に

至
っ

た
。

六

十
歳
の

時、

全
て

の

実
業
か

ら

退
き
、

イ

ス

ラ

ー
ム

布
教
伝
道
に

身
を
捧
げ
、

数
ヶ

月
の

間
に

約

七

十
名
を

入

信
さ
せ

、

賛
助
員
と

し

て
一
、

百

名
以

上
の

署
名
を

得
る

ま

で

の

成

果
を
あ
げ
た

。

敗
戦
後
の

日
本

を
目

撃
し

て
、

「

今
は

荒
廃
し

て

い

る

が
、

十
年
以

内
に

必
ず
日

本
は

倍
旧
の

復
興
と

繁
栄
を

す

る
。

そ

の

と

き

こ

そ

我
々

は
、

再
び

ア
ッ

ラ

ー
の

道
に

精
進

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
〔
38〕

で

き

る

よ

う

今
か

ら

心
の

準
備
を
し

て

置
く
こ

と

こ

そ
、

肝
要
で

あ

る
」

と

国
家
体
制
崩
壊
を

目
撃
し

て

も
、

一

神
教
の

イ

ス

ラ

ー

ム

信
仰
が

揺
ら

ぐ
こ

と
が

な
か

っ

た
。

文
八

郎
は
一

九
四
六

年
八

月
二

〇

日

に

生

涯
を

終
え

、

六

甲
山
麓
の

外
人

墓

地
に

ム

ス

リ
ム

同
胞

と

共
に

埋

葬
さ

れ

た
。

N 工工
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ア フ マ ド有賀文八 郎 （阿馬土）

註
（
1
）

桜
井
啓
了
「
口

本
の

ム

ス

リ

ム

社
会
』

筑
摩
書

房、
．

一
〇
〇
三

年
。

同
書
は
在
日
外
国
人
ム

ス

リ

ム

の

社
会
に

つ

い

て

書

か
れ

た

も

の

で

あ
る
。

こ

　
　
の

他
に

明

治
以

来
の

日

本
人

の

イ

ス

ラ

ー

ム

受
容

の

歴
史
の

田

澤
拓
也
「

ム

ス

リ

ム
・

ニ

ッ

ポ

ン
』

（
小

学
館、

一

九
九

八

年）

が

あ

る
。

ま

た

小
村

　
　
不
二

男
同
日

本
イ

ス

ラ

ー

ム

史
』

（
凵

本
イ
ス

ラ

ー

ム

友
好
連
盟、

一

九
八

八

年）

は
、

目

本
人
イ

ス

ラ

ー

ム

教
徒
の

信
仰
の

問
題
を

含
む

日

本
人
の

　
　
イ

ス

ラ

ー

ム

受
容
の

歴

史
の

総
合

的
解
説
書
で

あ

り、

前

記．
一
書
の

資
料
で

も
あ
る

。

現
在、

日

本
の

イ
ス

ラ

ー

ム

史
研
究

の
第
一

次
資
料
と

な

っ

て

　
　
い

る
。

（
2
）
　
小
村
不

二

男
『

日

本
イ

ス

ラ

ー

ム

史』

日

本
イ

ス

ラ

ー

ム

友
好
連
盟
、

一

九
八
八

年、

一

五

二

頁
。

（
3
）

有
賀
鐵
太

郎
「

ひ

と

つ

の

回
想

　
　
父
と

私
」

（
『

同
志

社
時
報
』

第
十
五

号、

一

九
六

五

年）
、

五

五

頁
。

（
4
）
　

同
右

、

五
五

頁
。

（
5
）
　

有
賀
文
八

郎
「

口

本
に

於
け

る

イ

ス

ラ

ム

教
」

（
『

円

本
宗
教
講
座』

東
方
書
院、

…

九
ゴ ．
五

年）
、

一

頁
。

（
6
）

有
賀
鐵
太

郎
「

有
賀
鐵

太
郎
著

作
集
5

』

創
文

社、

、

九

八
一

年、

二

二

七
頁

。

（
7
）

有
賀
文
八

郎、

前
掲
註
〔
5
）
、

一

頁。

（
8
）

有
賀
鐵
太

郎、

前
掲
註
〔
3）
、

五

六

頁
。

北
一

輝
（
輝

次
郎）

は

明
治
末
期
か

ら

大
正

初
期
に

か

け

て

文
八

郎
と

交
流
が

あ
り、

文
八

郎
宅
を

し
ば

321 （537）
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し

ば

訪
問、

息
子

鐵
太
郎
と

も

親
し

ん

で

い

た
。

北
一

輝
は
、

大
正
】

二

年
五

月
九
日

発
行
の

改
造
社
版
『

日

本
改

造
法

案
大
綱
』

の

「

巻
八

　
国
家

　

　
ノ

権
利
」

の

註
三

に

お

い

て
、

「

ロ

ー
マ

が

キ

リ

ス

ト

教
の

教
え

で

あ
る

『

其
ノ

殺
ス

勿
レ

ノ
一

項
ヲ

盾
ト

シ

テ

盲
守
ス

ル

ニ

過
ギ
ザ

ル

者
』

と

し

て

　

否
定
し、

「

同
ジ
キ
一

神
教
二

於
イ
テ

『

マ

ホ

メ

ッ

ト
』

ハ

刀

ヲ

出
サ
ン

ガ

為
二

来
タ

レ

ル

ヲ

明
言
シ

テ

『

殺
ス

ベ

シ
』

ト
教
ユ

ル

ニ

非
ズ

ヤ
。

『

コ

ー

　

ラ

ン
』

ト

共
二

剣
ヲ

示
シ

テ

殺
ス

ベ

シ

ト

云
フ

信
仰
ト

殺
ス

勿
レ

ト

云

フ

信
仰
ヲ

両
立
セ

シ

ム

ル

ニ

」

と

イ

ス

ラ

ー

ム

の

剣
と

ク

ル

ア

ー

ン

を

評
価
し

　

　
て

い

る
。

北
は

西
欧
へ

の

抵
抗
と

し

て

の

イ

ス

ラ

ー

ム

と、

ア

ジ
ア

の

ム

ス

リ
ム

の

大
勢
力
と

し

て

の

存

在
と

を、

日

本
が

西
欧
と

対
決

と

に

二

重

写

　

し

し
て

い

る

が、

文
八
郎
の

『

日
本
に

於
け

る

イ
ス

ラ

ム

教
』

と

重
な

る

部
分
が

確
認
で

き

る
。

そ

れ

よ

り

も

北
が、

キ

リ
ス

ト

教
と

イ

ス

ラ

ー
ム

を

　

　一

神
教
と

し

て゚

認
識
し
て

い

る

点
が

文

八

郎
の

影

響
で

あ

れ

ば、

文
八

郎
が
一

神
教
教
徒
で

あ
っ

た

こ

と

の

裏
づ

け

と

も

な
る

。

（
9）
　
有
賀
文
八

郎、

前
掲
註
（
5）
、

二

二

頁、

五

五
頁

。

（
10）
　
小
村、

前
掲
註
（
2

）

、

一

五

二

頁。

（
11）
　
有
賀
鐵
太
郎

、

前
掲
註
〔
3）
、

五

四

頁
。

（
12）
　

有
賀
文
八

郎、

前
掲
註
（
5）
、

一

頁
。

（
13
）

　
日
本
ム

ス

リ

ム

協
会
『

日
亜
対
訳
注
解
聖
ク

ル

ア

ー

ン
』

　
算
6臼
＼
＼

≦
≦
≦

房
蛋

墨
∋
仁’
器
冖

＼

π

二

歪

穹
＼

（
14
）

　

同
右
HP

「

援
助
の

章
」

。

（
15
）

　

守
ロ

丼

讐
三

胃”

暴
◎

こ−
冬
ミ
黛
遮
魅

ト

爲
N

受

§層
7

霞
hH

葺
Φ

ヨ
卑
H
°。

鼠

日
8
＝
げ

鑓
蔓゚

　

　

算
8凵
＼

＼

ρ
ζ

螽
コ゚

2自一−
互
，・

ヨ゚

8
ヨ
＼

→
帥
「

 
餌

∋
帥

＼

U
δ
冒

→
餌
「

αq
帥

ヨ゚
餌

。゚

見
コ

→
《
℃
 

11
一

帥
昌

ω

窒
110

卸
一

11

髯
σ

帥
口
ω
o

鑓
11
膳

俸
コ

〉

捧
目

ま
卿
冖

11
Φ

口
ひq

（
16
）

　
小
村、

前
掲
註
（
2

）

、

一

五

五
頁。

（
17
）

　
笠
間
呆
雄
『

回
教
徒
』

岩
波
新
書
33、

岩
波
書
店

、

一

九
三

九
年、

三

〇
1

三
一

頁
。

（
19
）

　
イ
ス

ラ

ミ

ッ

ク
・

ジ

ャ

パ

ン

の

HP

ア

ラ

ビ

ア

語
版
な

ど

参
照

。

耳
6
ミ一
ω

冨

彗
8
三
 

戸
o
「°
壱
＼

コ
Φ

≦
四

蠢
げ
＼

幻
o

名

躄
PT
冖

ヨ

（
19
）

有
賀
鐵
太
郎、

前
掲
許
〔

3
）
、

五
五

頁
。

（
20
）

有
賀
文
八

郎、

前
掲
註
（

5
）
、

一

−
二

頁
。

（
21
）
　

同
右、

二
…

頁
。

（
22
）
　
同
右。

（
23
）

有
賀
鐵
太
郎、

前
掲
註
（

6
）
、

二

四

五

−
二

五

〇
頁。

（
24
）

有
賀
鐵
太
郎

、

キ

リ
ス

ト
教
と

他
宗
教
と

の

関
係
に

つ

い

て
」

（
『

有
賀
鐵
太

郎
著
作
集
5

』

）
、

二

二

七

頁。

（
25
）

有
賀
文
八
郎、

前
掲
註
（

5
）
、

二

八

頁
。
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（

26）
　
同
右

、

三

頁
。

（

27）
　
同
右

、

二

五

頁。

（

28）
　．
§

ミ
ミ
こー
ミ
暮．
ミ

ミ
硫

ぎ

ミ
¢

黛
§

§
凡

暮
受

§
ト

ミ
ミ

9
冨
臥”

ぎ
冨

ヨ
Φ

二゚
。

冨

B
貯

＝
σ

慝
「

冤゜

　

　

葺
ε卩
こ
7

盆宀
什

ゴ゚

 一−
巨
9・

∋°
8
∋
＼

望
ω

巨

錯
＼

望
ω

見
p

｝ ・．
器
蔦
uo
〔

11
＝
露

δ
11

°。

認
゜。

O

熟
ω
 

髯
9、一、
 

×

7M
律
Qo

雷
「

葺
→

壱
Φ

1ー
ヨ
o
け

塵
Q。

80
Φ

11
鋤

＝

露

　

○
匿
。゚

Φ冖
DO

帥
ω
 

震

曁
ピ
 

〜、
巴

110

ゆ
国

（

29）
　
有
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